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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、相鉄線瀬谷駅下車徒歩５分、住宅地の一角にあります。駅前を中心に
スーパーや商店街、ファミリーレストラン、コンビニエンスストア、小中学校など
が近くにある利便性の良いところです。建物はしゃれた３階建てで、グループホー
ムのほか同じＮＰＯ法人の訪問介護や通所介護事業所、居宅介護支援事業所のある
福祉複合建物です。事業所は正面玄関から入った２階、３階の２ユニットで、１階
は各事業所の共有空間である多目的ホールがあり、地域に開放しています。
＜優れている点＞
法人の理念を具体化した事業所独自の理念のもと、入居者の暮らしを支援していま
す。入居者の主体性を尊重し、家庭的な環境の中で、地域との交流を大切にし、専
門的な教育を受けた職員と共に「ゆっくり、楽しく、気持ち良く」笑顔をもって支
援していくことを掲げています。理念を実現するために、職員の各種研修や資格取
得を積極的に支援し、専門的な知識、技術をもって入居者へのサービスの向上に取
り組んでいます。
＜工夫点＞
各ユニットの厨房はオープンキッチンで、スタッフルームの双方向から見守りが出
来ます。職員が業務をしながら、食堂・リビング、居室廊下、トイレが容易に見守
りができ、死角のない、安全に配慮工夫された設計となっています。

ご利用者様の「できること」「笑顔になれること」「心地良いと感じること」を大切
に、心を込めて生活のお手伝いをさせていただいています。『ふるさとホームを選ん
でよかった』『ここに来て良かった』と思って頂けるよう、職員一人一人ができるこ
とに取り組んでいます。また、最後までホームで暮らしていただけるよう、看取り介
護も行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当施設は駅から
歩いて5分の場所にあり、近くにはスーパーや公園、小学校などがあり、買い物や地
域の行事にも参加しやすい場所にあります。道も平坦なので、車いすでも散歩に出や
すい環境にあります。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 〇 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　ふるさとホーム瀬谷

 ユニット名 2階ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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特定非営利活動法人ふるさとホーム瀬谷.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

二か月に1回、ご利用者、ご家族、町内
連合会長、町内会長、民生委員、包括
職員が主となって開催しています。日
ごろの取り組みについて評価していた
だき、いただいたアドバイスは積極的
に取り入れています。

運営推進会議は年６回開催していま
す。活動報告のほか救急病院や昼食
会、地域包括支援センター職員より、
出張研修の紹介などの意見交換、討論
は運営に活かしています。

参加メンバーから広く意見を
求めてさらに会議の充実を図
り、サービスの向上に繫げる
と共に、地域への情報発信も
期待されます。

神奈川県GH連絡会に加入しています。
瀬谷区地域密着型サービス事業所連絡
会や、ブロック会に出席し、他事業所
との情報交換を行っています。区役所
の生活支援課の担当職員とは定期的に
連絡を取り合っています。高齢者施設
における感染症対策指導者養成研修に
も参加しています。

運営推進会議の報告や認定更新代行、
困難事例の相談など、行政の窓口と連
携を図っています。地域密着型事業所
連絡会に参加し、感染症の研修などを
事業所の運営に活かしています。保健
所の感染症対策の研修に参加し、運営
に反映しています。

町内会に加入し、地域の行事には積極
的に参加しています。また、公園の草
むしりなどには職員がご利用者様の代
わりとして参加しています。事業所の
防災訓練には近隣住民に参加していた
だいたり、月に1回はボランティアさん
の来訪があります。

町内の回覧板や掲示板で地域の情報を
得ています。町内の草取りや地域の防
災訓練に参加し、交流を深めていま
す。正月のどんど焼きに出掛けたり、
子ども神輿が事業所の広場に訪れるな
ど、地域の人達との触れ合いが入居者
の楽しみとなっています。

当施設のキャラバンメイトが二ツ橋第
二ケアプラザを拠点に、認知症サポー
ター養成講座を行っています。地域の
方からの介護相談の電話等も随時行っ
ています。

事業理念には「地域との交流」の大切
さを掲げています。入社時には必ず研
修を行い、その中で理念についても触
れています。また、エレベーター前に
掲示して、だれでもいつでも見れるよ
うにしています。ミーティングや支援
内容を考える上でも理念に基づいて検
討しています。

理念は、開設時の法人の理念を踏まえ
て独自の理念を作り、掲げています。
玄関や職員ロッカー室に掲示し、共有
しています。理念の「ゆっくり、楽し
く、気持ち良く」を笑顔をもって実践
に努めています。職員はケアに迷った
時は理念に立ち返っています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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特定非営利活動法人ふるさとホーム瀬谷.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

年に2回、家族交流会を開催し、サービ
スの質の向上を目指した話し合いを
行っています。運営推進会議にも参加
していただき、積極的に意見をいただ
いています。日々の生活の中でご利用
者様に意向を確認したり、面会に来ら
れたご家族には近況を説明しご家族の
お考えをしっかり聞くようにしていま
す。

ご意見箱が備えてあります。面会の際
やプランの見直しの際に家族の要望や
意見を聞いています。毎月発行のホー
ムの「便り」と一緒に入居一人ひとり
の心身の状況や生活状況を知らせ、家
族とのコミュニケーションを図ってい
ます。外出の機会をつくる、連絡事項
は電子メールで欲しいなどの意見や要
望を運営に活かしています。

権利擁護について学ぶ機会がありませ
んでしたので、今後職員には研修に行
き学べるように取り組んでいきたいで
す。第三者による金銭管理が必要な方
については、安心センターを利用して
いただいています。

見学に来られた段階で、説明を十分に
行うようにしています。そのうえでお
申し込みをしていただき、契約時にも
同じ説明をもう一度させていただいて
います。わかりやすく丁寧な説明を心
がけ、理解、納得していただけるよう
に努めています。

職員一人ひとりに対し、身体拘束を行
わないケアを実践するように指導して
います。言葉による拘束にも気をつ
け、ユニット会議で「不適切な発言、
表現」についても話し合っています。
内部研修でも取り上げています。ま
た、『身体拘束マニュアルを置き、い
つでも見られ良にしています。

職員は年１回の研修で、身体拘束やス
ピーチロックなど周知し、拘束の弊害
について理解しています。職員に拘束
や虐待防止のアンケートを実施し、啓
蒙を図っています。玄関のドアは夜
間、日曜日以外は開錠しています。入
居者が外出の気配があれば見守り同行
しています。

カンファレンス、ミーティング等で定
期的に話合い、虐待につながりかねな
い行為について検討し合っています。
また、介護職員の精神的な面での苦痛
やストレスを軽減できるように積極的
に話を聴くようにし、虐待に至らない
よう未然に防ぐ努力をしています。

株式会社フィールズ



特定非営利活動法人ふるさとホーム瀬谷.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

GH連絡会の交換研修に参加していま
す。また、ケアマネ研修や包括での研
修にも参加し、常に新しい考え、情報
を取り入れるようにしています。包括
による「出前講座」も今年は開催しま
した。

センター方式の「私の暮らしシート」
を記入していただき、できる限りご自
宅での暮らしに近づけるよう事前に情
報収集を行っています。また、入居前
の面接はご自宅になるべく伺い、暮ら
しのスタイルを見させていただいてい
ます。相談から入居まで、同じ担当職
員が対応に当たるようにしています。

外部研修の案内や、資格取得のための
補助を行っています。また、働きやす
いシフトを組むようにしています。年
に一回自己評価のシートを配り、管理
者の評価を添えて法人に提出していま
す。

職員それぞれに合った研修や講習に参
加できるようにしています。そこで得
た学びは合同会議内で報告してもら
い、皆で共有しています。新入職員に
は1か月の研修期間を設け、安心して働
くことができるまで指導しています。

年に2回、職員と個人面談を行い個別で
意見をしっかり聞くようにしていま
す。また、毎月ユニット会議と合同で
の会議を開催し、職員が自由に意見を
述べることができる場を作っていま
す。

毎月のユニット会議や合同会議で職員
の意見や要望、提案を聞くようにして
います。入居者と関わる時間を多くし
たいとの要望で業務を改善し、反映し
ています。外出の機会や行事、イベン
トなどの企画提案を運営に活かしてい
ます。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご家族だけでなく、ご友人も遊びに来
やすい環境、雰囲気作りに努めていま
す。携帯電話で自由にお話されたり、
手紙、年賀状のやり取りの支援も行っ
ています。

友人や知人の来訪があり、居室で湯茶
の接待をしたり、一緒に外出するなど
の支援をしています。電話の交信も継
続の支援をしています。墓参りや一時
帰宅、外食、理美容など家族の協力で
継続支援しています。

ご利用者、ご家族に対して、生活を共
にする、パートナーのように感じてい
ただけるよう心掛けて接するようにし
ています。信頼関係を築けるよう、よ
く話を聴き、お一人お一人の思いを受
け止めるようにしています。

ご利用者様の生活を支援するためには
ご家族の協力、力は欠かせないことを
いつもお伝えしています。誕生日を一
緒にお祝いしたり、イベント時には協
力を求めています。ケアの方針を決め
るときは、必ず一番最初に意見を聞く
ようにしています。

ご本人、ご家族のお話をよく聞くよう
に努めています。質問や不安について
はいつでもお答えできるようにし、こ
ちらからもご意見を積極的に聞くよう
にしています。入居後も面会時や電話
連絡等で現在の困りごと、求めている
ことをお聞きするようにしています。

入居されて間もなくは環境の変化から
不安になられたり混乱されてしまうこ
とがありますので、ご家族には積極的
に介入していただき、一緒にご利用者
様が安心して暮らせる方法を探してい
きます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ご本人、ご家族のお話をよく聞くよう
に努めています。質問や不安について
はいつでもお答えできるようにし、こ
ちらからもご意見を積極的に聞くよう
にしています。入居後も面会時や電話
連絡等で現在の困りごと、求めている
ことをお聞きするようにしています。

朝、夕の申し送り、介護記録、連絡
ノート等で情報を共有しています。居
室担当者は特に担当しているご利用者
の生活を良く把握できるよう、ケアプ
ランに沿ってモニタリングを毎月行っ
ています。

退所される場合は行き先を含めて十分
な話し合いがなされるようにしていま
す。住む場所が変わっても生活習慣が
変わらないように、ご本人にとって必
要な支援の情報提供を行い、必要に応
じて関係機関に連絡をし情報提供を行
います。

日々の生活の中で、ご本人の思いや希
望を探っていき、得た情報はユニット
会議やケアカンファレンスで共有して
います。言葉などでの表現が難しい方
は、表情や行動から汲み取っていく努
力をしています。また、代弁者とし
て、ご家族からも意見を伺います。

入居者の心身共に元気なうちに聞いた
り、日頃の会話を通して把握していま
す。プラン作成時のモニタリングの際
に把握、記録して職員は共有していま
す。意思表示の困難な入居者は生活歴
や家族の協力、本人の笑顔から汲み取
るようにしています。

ご利用者同士の関係性を把握し、職員
間しっかり情報共有を行っています。
ご利用者が他者とどうかかわっていき
たいかも把握していき、気持ちよく安
心感をもって暮らしていけるように職
員がさりげなく介入していきます。体
操や家事、イベントは皆で協力して楽
しめるようにしています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

治療方針の見直しが必要な時は、ご家
族に往診の立ち合いをお願いしていま
す。また、年に1回、健康診断を受けて
いただき、主治医とお話する機会を
作っています。お薬の変更が必要な際
はご連絡し、副作用のリスクを説明し
了承を得るようにしています。

往診は内科医が月２回、歯科医が週１
回です。訪問看護は週１回健康管理を
しています。眼科や皮膚科などは、原
則外来で家族が付き添い、ケース記録
で情報共有を図っています。主治医と
看護師とは２４時間オンコールで連絡
が取れる体制が整っています。

ケアプラン上にない支援が必要になっ
た場合は、当日の出勤者同士で最も良
いと思われる支援を選択し、すぐに対
応するように指導しています。判断に
迷う場面ではすぐに相談するように伝
え、「指示にないからできなかった」
というようなことがないようにしてい
ます。

天気の良い日は近隣を散歩したり、買
い物に出かけたりしています。地域の
方々とあいさつを交わし、顔なじみの
関係作りを心がけています。

ご本人やご家族からホームでどのよう
な暮らしを望まれるのか、ケアプラン
の見直しの度にしっかり伺うようにし
ています。アセスメント、モニタリン
グを定期的に行い、現在受けている支
援がご本人にとって適切かを評価して
います。必要があればすぐにカンファ
レンスを行い、支援の見直しを行いま
す。

入居時の暫定プランは１ヶ月後に見直
し、３ヶ月後及び最大半年ごとに見直
しをしています。モニタリングは毎月
実施しています。モニタリングや見直
しの際は居室担当職員、他の職員、計
画担当、管理者が参加しています。医
療情報や本人、家族の希望や要望も反
映しています。プランは家族の同意の
もとに実施しています。

毎日ケアプランに沿った介護支援がな
されているか、チェック表を用いて評
価しています。また、情報を共有した
いことは個別の記録に残しています。
訪問看護師からもアドバイスをいただ
くことがあります。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

心肺蘇生の方法やAEDの使用方法、救急
養成の手順の研修会や個別の指導を
行っています。特に夜勤を行う職員に
は、少ない人数でどのように協力して
行うかを指導しています。

区の防災ネットワークでの勉強会に参
加しています。また、2か月に1回は防
災訓練を行っています。消防署立ち合
いによる消防訓練を年2回行い、その際
は近隣住民にも参加を呼び掛けていま
す。備蓄品は3日分用意しています。

２ヶ月に1度、職員が少ない場合を想定
した避難訓練を行っています。隣の建
物の人との協力体制ができています。
台所近くのドアは、防火扉で火が広が
らないようになっています。備蓄品リ
ストで食料、水などを管理していま
す。一人ひとりの防災ずきんも準備し
ています。

入退院の調整は主治医と協力医療機関
の相談員と密に連絡を取り合い、ス
ムーズな支援を目指しています。退院
に向けて準備が必要な時は、リハビリ
などのご様子を見に行き、ホームに戻
られてからの注意点や指導を受けてい
ます。

当ホームでできることをしっかりご説
明したうえで、ご本人、ご家族の意向
を伺い、最後の過ごし方を主治医と決
めていきます。年に1回はご家族、主治
医、管理者で終末期の意向を確認し合
い、介護職員に伝えています。

重度化・終末期の指針は契約時に説明
しています。看取りに際しては医師の
判断のもとに家族と「看取り同意書」
を交わしています。看取り介護計画書
の同意をもとに実施しています。事業
所では開設以来家族の要望で看取りを
受け入れています。

連絡ノートを使用し、生活の中で気に
なること、ご利用者が心配されている
事などを記入し、看護師の立場から判
断していただき、必要なことは主治医
へつないでいただくこともあります。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

食事の準備、後片づけは一緒に行って
います。昼食は職員も同じテーブルで
食事をいただき、楽しい時間になるよ
うな会話を心がけています。誕生日会
ではご本人の食べたいものを用意した
り、土用の丑の日など季節の食事を提
供したりしています。

食事時は、テレビを消して音楽を流
し、落ち着いた環境のなかで食事がで
きるように工夫しています。食材やメ
ニューは外部に委託し、利用者の嚥下
状態に合わせて職員が調理していま
す。季節の行事食は献立から事業所が
考えて調理しています。配膳や下膳を
行っている入居者もいます。

食事と朝の体操はなるべく皆でそろっ
てと考えていますが、強制ではなく、
基本的には自由に過ごしていただいて
います。

訪問理美容が2か月に1回あり、皆様思
い思いの髪型を注文されています。ヘ
アカラーをたのまれる方もいらっしゃ
います。お化粧をされている方もお
り、一緒に化粧品を買いに行くことも
あります。服装も自由に決めていただ
いています。口元や髪、衣服の乱れな
どは特に意識しています。

集団の中で、個人としてのプライバ
シーを損ねることがないように心がけ
ています。特に排泄に関しては尊厳を
傷つけないように配慮することをミー
ティング等で話し合い、ケアプランに
も組み込んでいます。

利用者の個人情報は薬剤と共にスタッ
フルームにて施錠管理しています。排
泄のための誘導は、さりげない声掛け
で周りの人に気付かれないように配慮
しています。援助が必要な時は、出来
る限り本人に意見を聞いてから行うよ
う心がけています。

ご利用者が選択しやすいような質問の
仕方を心がけています。言葉での表現
が難しい方は、表情や反応を見ながら
対応しています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

週3回、乳製品を必ず摂るようにしてい
ます。その他にもクリープの代わりに
牛乳を使用したりしています。また、
水分を多く勧め、個別の運動を実施
し、下剤に頼らない工夫をしていま
す。体操も毎日行っています。

個々の身体状況に合わせて週3～4回入
浴を提供しています。午前、午後の希
望をお聞きし選んでいただいていま
す。浴槽には入浴剤を入れ、香でもリ
ラックスしていただけるようにしてい
ます。季節に応じで菖蒲湯やゆず湯な
どにもしています。

安全に入浴するため、職員が必ず中で
見守りますが、一人でゆっくり入りた
い人には脱衣場で見守りをしていま
す。重度化しても、車いすのシャワー
チェアが常備されていて清潔を保てま
す。入浴剤をいくつか用意し選べる楽
しみを作っています。入浴日や時間
は、本人に合わせて柔軟に対応してい
ます。

毎食後に歯磨きのお声かけをしていま
す。必要に応じて口腔ティッシュやス
ポンジブラシ、舌ブラシも使用してい
ます。訪問歯科による治療や義歯の作
成、調整を受けることもできます。

排泄表を用いて、お一人お一人の排泄
パターンを把握しています。トイレに
間に合うようにお声掛けしたりお連れ
したりし、トイレでの排泄にこだわっ
た支援を行っています。

出来る限り、日中は布パンツでトイレ
での自立排泄を支援しています。排泄
表を使用し、一人ひとりの排泄のリズ
ムを把握するように努めています。排
泄に失敗した場合は、さりげなく声掛
けしトイレに案内して対応していま
す。

毎日届く、バランスを考えられたメ
ニューと食材をもとに調理、提供して
います。摂取量と水分量はチェック表
を用いています。お一人お一人に合わ
せた食事形態で提供しています。
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特定非営利活動法人ふるさとホーム瀬谷.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

ご自分でお財布を持ち、現金の管理を
されている方もいらっしゃいます。一
緒に買い物へ行ったときは、お支払い
もしていただいています。ホームでお
預かりしている方には、ご希望があれ
ばいつでも預り金をお見せしていま
す。

ご利用者それぞれのしたいこと、でき
ること、好きなことを把握して、それ
に沿った支援が行えるようにミーティ
ング等で話し合いを行っており、必要
に応じてケアプランに組み込んでいま
す。

ご本人の希望に沿って、買い物に行っ
たり、運動目的の散歩に出かけたりし
ています。また、ご家族にもお声掛け
し、一緒に外出していただけるように
必要に応じて介助の方法をお伝えした
りしています。

消耗品や生活用品は、職員や家族と一
緒に買い物外出をするようにしていま
す。ホームの周りは平坦なので車いす
の人も積極的に戸外に出かけるよう支
援しています。旭区の里山ガーデンな
どドライブを兼ねた外出の楽しみもあ
ります。

ご自宅で使われていた寝具を持ち込ん
で頂いたり、お好みのパジャマで気持
ちよく休んで頂けるようにしていま
す。明るさや温度、湿度にも配慮して
います。眠れない夜は温かいお飲み物
をお出しして、お話を聴いています。

内服薬の変更、臨時薬については連択
ノートに記載し情報を共有していま
す。薬剤情報提供書はすぐに見られる
場所にしまっています。飲み方もその
方にあわせて粉砕にしていただいた
り、甘みをつけたり等工夫していま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

居室にはご自宅で使われていた家具を
持ち込んで頂き、食事に使うお茶碗や
お箸、湯飲みも馴染みの物を用意して
いただいています。ご本人とご家族で
居心地の良い空間を作っていただいて
います。

各部屋に温度・湿度計を置いて快適に
過ごせるように努めています。電動
ベッドとエアコン、照明は備え付けで
す。使い慣れたカーテンと家具などで
居心地良く過ごせるよう配慮していま
す。居室の中のドアで行き来ができる
夫婦で入れる部屋もあります。

居室前には表札をつけています。ご自
分で大きくお名前を貼っていらっしゃ
るかたもいます。要所に手すりを設置
し、安全に歩けるようにしています。
必要に応じてベッドに介助バーを設置
し、立ち上がりやすいように工夫して
います。

車いすや歩行器でも安心して移動でき
るように、同線を確保した家具の配置
を心がけています。掃除も毎日行い、
きれいな環境で気持ちよく生活してい
ただけるように取り組んでいます。観
葉植物を置いたり、メダカを飼育し、
目でも楽しめるようにしています。

玄関は広くバリアフリーとなっていま
す。食堂・リビングは南向きで明るい
い共有空間です。椅子やテーブル、ソ
ファーをゆったりと配し、紅葉の貼り
絵などで季節感を表しています。観葉
植物を四方に置き、利用者が水やりを
したり、メダカを飼ってくつろぎの空
間になるように工夫しています。

ご自分のお席で同じテーブルの方々と
おしゃべりを楽しまれたり、ソファー
で本を読まれたりテレビをご覧になら
れたりと、自由に過ごしていただいて
います。仲の良いご利用者同士では、
お部屋を行き来して一緒に過ごされた
りもしています。

携帯電話をお持ちの方は充電の確認を
しています。年賀状や文通のやり取り
が続けられるような支援も行います。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　ふるさとホーム瀬谷

 ユニット名 3階ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



特定非営利活動法人ふるさとホーム瀬谷.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

事業理念には「地域との交流」の大切
さを掲げています。入社時には必ず研
修を行い、その中で理念についても触
れています。また、エレベーター前に
掲示して、だれでもいつでも見れるよ
うにしています。ミーティングや支援
内容を考える上でも理念に基づいて検
討しています。

町内会に加入し、地域の行事には積極
的に参加しています。また、公園の草
むしりなどには職員がご利用者様の代
わりとして参加しています。事業所の
防災訓練には近隣住民に参加していた
だいたり、月に1回はボランティアさん
の来訪があります。

当施設のキャラバンメイトが二ツ橋第
二ケアプラザを拠点に、認知症サポー
ター養成講座を行っています。地域の
方からの介護相談の電話等も随時行っ
ています。

二か月に1回、ご利用者、ご家族、町内
連合会長、町内会長、民生委員、包括
職員が主となって開催しています。日
ごろの取り組みについて評価していた
だき、いただいたアドバイスは積極的
に取り入れています。

神奈川県GH連絡会に加入しています。
瀬谷区地域密着型サービス事業所連絡
会や、ブロック会に出席し、他事業所
との情報交換を行っています。区役所
の生活支援課の担当職員とは定期的に
連絡を取り合っています。高齢者施設
における感染症対策指導者養成研修に
も参加しています。
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特定非営利活動法人ふるさとホーム瀬谷.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

職員一人ひとりに対し、身体拘束を行
わないケアを実践するように指導して
います。言葉による拘束にも気をつ
け、ユニット会議で「不適切な発言、
表現」についても話し合っています。
内部研修でも取り上げています。ま
た、『身体拘束マニュアルを置き、い
つでも見られ良にしています。

カンファレンス、ミーティング等で定
期的に話合い、虐待につながりかねな
い行為について検討し合っています。
また、介護職員の精神的な面での苦痛
やストレスを軽減できるように積極的
に話を聴くようにし、虐待に至らない
よう未然に防ぐ努力をしています。

権利擁護について学ぶ機会がありませ
んでしたので、今後職員には研修に行
き学べるように取り組んでいきたいで
す。第三者による金銭管理が必要な方
については、安心センターを利用して
いただいています。

見学に来られた段階で、説明を十分に
行うようにしています。そのうえでお
申し込みをしていただき、契約時にも
同じ説明をもう一度させていただいて
います。わかりやすく丁寧な説明を心
がけ、理解、納得していただけるよう
に努めています。

年に2回、家族交流会を開催し、サービ
スの質の向上を目指した話し合いを
行っています。運営推進会議にも参加
していただき、積極的に意見をいただ
いています。日々の生活の中でご利用
者様に意向を確認したり、面会に来ら
れたご家族には近況を説明しご家族の
お考えをしっかり聞くようにしていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

年に2回、職員と個人面談を行い個別で
意見をしっかり聞くようにしていま
す。また、毎月ユニット会議と合同で
の会議を開催し、職員が自由に意見を
述べることができる場を作っていま
す。

外部研修の案内や、資格取得のための
補助を行っています。また、働きやす
いシフトを組むようにしています。年
に一回自己評価のシートを配り、管理
者の評価を添えて法人に提出していま
す。

職員それぞれに合った研修や講習に参
加できるようにしています。そこで得
た学びは合同会議内で報告してもら
い、皆で共有しています。新入職員に
は1か月の研修期間を設け、安心して働
くことができるまで指導しています。

GH連絡会の交換研修に参加していま
す。また、ケアマネ研修や包括での研
修にも参加し、常に新しい考え、情報
を取り入れるようにしています。包括
による「出前講座」も今年は開催しま
した。

センター方式の「私の暮らしシート」
を記入していただき、できる限りご自
宅での暮らしに近づけるよう事前に情
報収集を行っています。また、入居前
の面接はご自宅になるべく伺い、暮ら
しのスタイルを見させていただいてい
ます。相談から入居まで、同じ担当職
員が対応に当たるようにしています。
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自己評価
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次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご本人、ご家族のお話をよく聞くよう
に努めています。質問や不安について
はいつでもお答えできるようにし、こ
ちらからもご意見を積極的に聞くよう
にしています。入居後も面会時や電話
連絡等で現在の困りごと、求めている
ことをお聞きするようにしています。

入居されて間もなくは環境の変化から
不安になられたり混乱されてしまうこ
とがありますので、ご家族には積極的
に介入していただき、一緒にご利用者
様が安心して暮らせる方法を探してい
きます。

ご利用者、ご家族に対して、生活を共
にする、パートナーのように感じてい
ただけるよう心掛けて接するようにし
ています。信頼関係を築けるよう、よ
く話を聴き、お一人お一人の思いを受
け止めるようにしています。

ご利用者様の生活を支援するためには
ご家族の協力、力は欠かせないことを
いつもお伝えしています。誕生日を一
緒にお祝いしたり、イベント時には協
力を求めています。ケアの方針を決め
るときは、必ず一番最初に意見を聞く
ようにしています。

ご家族だけでなく、ご友人も遊びに来
やすい環境、雰囲気作りに努めていま
す。携帯電話で自由にお話されたり、
手紙、年賀状のやり取りの支援も行っ
ています。

株式会社フィールズ



特定非営利活動法人ふるさとホーム瀬谷.xls

自己評価

実施状況 実施状況
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己
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ご利用者同士の関係性を把握し、職員
間しっかり情報共有を行っています。
ご利用者が他者とどうかかわっていき
たいかも把握していき、気持ちよく安
心感をもって暮らしていけるように職
員がさりげなく介入していきます。体
操や家事、イベントは皆で協力して楽
しめるようにしています。

退所される場合は行き先を含めて十分
な話し合いがなされるようにしていま
す。住む場所が変わっても生活習慣が
変わらないように、ご本人にとって必
要な支援の情報提供を行い、必要に応
じて関係機関に連絡をし情報提供を行
います。

日々の生活の中で、ご本人の思いや希
望を探っていき、得た情報はユニット
会議やケアカンファレンスで共有して
います。言葉などでの表現が難しい方
は、表情や行動から汲み取っていく努
力をしています。また、代弁者とし
て、ご家族からも意見を伺います。

ご本人、ご家族のお話をよく聞くよう
に努めています。質問や不安について
はいつでもお答えできるようにし、こ
ちらからもご意見を積極的に聞くよう
にしています。入居後も面会時や電話
連絡等で現在の困りごと、求めている
ことをお聞きするようにしています。

朝、夕の申し送り、介護記録、連絡
ノート等で情報を共有しています。居
室担当者は特に担当しているご利用者
の生活を良く把握できるよう、ケアプ
ランに沿ってモニタリングを毎月行っ
ています。
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

ご本人やご家族からホームでどのよう
な暮らしを望まれるのか、ケアプラン
の見直しの度にしっかり伺うようにし
ています。アセスメント、モニタリン
グを定期的に行い、現在受けている支
援がご本人にとって適切かを評価して
います。必要があればすぐにカンファ
レンスを行い、支援の見直しを行いま
す。

毎日ケアプランに沿った介護支援がな
されているか、チェック表を用いて評
価しています。また、情報を共有した
いことは個別の記録に残しています。
訪問看護師からもアドバイスをいただ
くことがあります。

ケアプラン上にない支援が必要になっ
た場合は、当日の出勤者同士で最も良
いと思われる支援を選択し、すぐに対
応するように指導しています。判断に
迷う場面ではすぐに相談するように伝
え、「指示にないからできなかった」
というようなことがないようにしてい
ます。

天気の良い日は近隣を散歩したり、買
い物に出かけたりしています。地域の
方々とあいさつを交わし、顔なじみの
関係作りを心がけています。

治療方針の見直しが必要な時は、ご家
族に往診の立ち合いをお願いしていま
す。また、年に1回、健康診断を受けて
いただき、主治医とお話する機会を
作っています。お薬の変更が必要な際
はご連絡し、副作用のリスクを説明し
了承を得るようにしています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

連絡ノートを使用し、生活の中で気に
なること、ご利用者が心配されている
事などを記入し、看護師の立場から判
断していただき、必要なことは主治医
へつないでいただくこともあります。

入退院の調整は主治医と協力医療機関
の相談員と密に連絡を取り合い、ス
ムーズな支援を目指しています。退院
に向けて準備が必要な時は、リハビリ
などのご様子を見に行き、ホームに戻
られてからの注意点や指導を受けてい
ます。

当ホームでできることをしっかりご説
明したうえで、ご本人、ご家族の意向
を伺い、最後の過ごし方を主治医と決
めていきます。年に1回はご家族、主治
医、管理者で終末期の意向を確認し合
い、介護職員に伝えています。

心肺蘇生の方法やAEDの使用方法、救急
養成の手順の研修会や個別の指導を
行っています。特に夜勤を行う職員に
は、少ない人数でどのように協力して
行うかを指導しています。

区の防災ネットワークでの勉強会に参
加しています。また、2か月に1回は防
災訓練を行っています。消防署立ち合
いによる消防訓練を年2回行い、その際
は近隣住民にも参加を呼び掛けていま
す。備蓄品は3日分用意しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

集団の中で、個人としてのプライバ
シーを損ねることがないように心がけ
ています。特に排泄に関しては尊厳を
傷つけないように配慮することをミー
ティング等で話し合い、ケアプランに
も組み込んでいます。

ご利用者が選択しやすいような質問の
仕方を心がけています。言葉での表現
が難しい方は、表情や反応を見ながら
対応しています。

食事と朝の体操はなるべく皆でそろっ
てと考えていますが、強制ではなく、
基本的には自由に過ごしていただいて
います。

訪問理美容が2か月に1回あり、皆様思
い思いの髪型を注文されています。ヘ
アカラーをたのまれる方もいらっしゃ
います。お化粧をされている方もお
り、一緒に化粧品を買いに行くことも
あります。服装も自由に決めていただ
いています。口元や髪、衣服の乱れな
どは特に意識しています。

食事の準備、後片づけは一緒に行って
います。昼食は職員も同じテーブルで
食事をいただき、楽しい時間になるよ
うな会話を心がけています。誕生日会
ではご本人の食べたいものを用意した
り、土用の丑の日など季節の食事を提
供したりしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

毎日届く、バランスを考えられたメ
ニューと食材をもとに調理、提供して
います。摂取量と水分量はチェック表
を用いています。お一人お一人に合わ
せた食事形態で提供しています。

毎食後に歯磨きのお声かけをしていま
す。必要に応じて口腔ティッシュやス
ポンジブラシ、舌ブラシも使用してい
ます。訪問歯科による治療や義歯の作
成、調整を受けることもできます。

排泄表を用いて、お一人お一人の排泄
パターンを把握しています。トイレに
間に合うようにお声掛けしたりお連れ
したりし、トイレでの排泄にこだわっ
た支援を行っています。

週3回、乳製品を必ず摂るようにしてい
ます。その他にもクリープの代わりに
牛乳を使用したりしています。また、
水分を多く勧め、個別の運動を実施
し、下剤に頼らない工夫をしていま
す。体操も毎日行っています。

個々の身体状況に合わせて週3～4回入
浴を提供しています。午前、午後の希
望をお聞きし選んでいただいていま
す。浴槽には入浴剤を入れ、香でもリ
ラックスしていただけるようにしてい
ます。季節に応じで菖蒲湯やゆず湯な
どにもしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

ご自宅で使われていた寝具を持ち込ん
で頂いたり、お好みのパジャマで気持
ちよく休んで頂けるようにしていま
す。明るさや温度、湿度にも配慮して
います。眠れない夜は温かいお飲み物
をお出しして、お話を聴いています。

内服薬の変更、臨時薬については連択
ノートに記載し情報を共有していま
す。薬剤情報提供書はすぐに見られる
場所にしまっています。飲み方もその
方にあわせて粉砕にしていただいた
り、甘みをつけたり等工夫していま
す。

ご利用者それぞれのしたいこと、でき
ること、好きなことを把握して、それ
に沿った支援が行えるようにミーティ
ング等で話し合いを行っており、必要
に応じてケアプランに組み込んでいま
す。

ご本人の希望に沿って、買い物に行っ
たり、運動目的の散歩に出かけたりし
ています。また、ご家族にもお声掛け
し、一緒に外出していただけるように
必要に応じて介助の方法をお伝えした
りしています。

ご自分でお財布を持ち、現金の管理を
されている方もいらっしゃいます。一
緒に買い物へ行ったときは、お支払い
もしていただいています。ホームでお
預かりしている方には、ご希望があれ
ばいつでも預り金をお見せしていま
す。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

携帯電話をお持ちの方は充電の確認を
しています。年賀状や文通のやり取り
が続けられるような支援も行います。

車いすや歩行器でも安心して移動でき
るように、同線を確保した家具の配置
を心がけています。掃除も毎日行い、
きれいな環境で気持ちよく生活してい
ただけるように取り組んでいます。観
葉植物を置いたり、メダカを飼育し、
目でも楽しめるようにしています。

ご自分のお席で同じテーブルの方々と
おしゃべりを楽しまれたり、ソファー
で本を読まれたりテレビをご覧になら
れたりと、自由に過ごしていただいて
います。仲の良いご利用者同士では、
お部屋を行き来して一緒に過ごされた
りもしています。

居室にはご自宅で使われていた家具を
持ち込んで頂き、食事に使うお茶碗や
お箸、湯飲みも馴染みの物を用意して
いただいています。ご本人とご家族で
居心地の良い空間を作っていただいて
います。

居室前には表札をつけています。ご自
分で大きくお名前を貼っていらっしゃ
るかたもいます。要所に手すりを設置
し、安全に歩けるようにしています。
必要に応じてベッドに介助バーを設置
し、立ち上がりやすいように工夫して
います。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

運営推進会議をもっと活用し、役員の方に
は防災訓練に参加していただきたい。特に
夜間は近隣の住人の方の協力が必要であ
る。ご家族の参加も少ない。

運営推進会議を生かした取り組みを行って
いく。

①法人全体の防災訓練に運営推進会議の役
員の方にも参加していただく。
②家族会で運営推進会議の目的などを再度
説明し、参加を依頼していく。

１２ヶ月

2 2

言葉遣いや接し方など、介護の専門職とし
てふさわしくない場面があるため、職員に
身体拘束や虐待、それに当たりかねない行
為などは絶対に行ってはならない、施設全
体でなくしていかなければならない。

不適切なケアや身体拘束を行わないケアの
実践。

①毎月のユニット介護でケアの見直しを行
う。
②個人面談を年２回開催し、スタッフの悩
みや今後の課題などを話し合い、改善して
いく。
③身体拘束や虐待防止などの外部研修に多
く参加し、合同会議で勉強会を開催する。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

平成29年度
目標達成計画

事業所名　特定非営利活動法人ふるさとホーム瀬谷

作成日：　平成　30年　3月　25日


